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成 果 の 概 要 

 いくつかの点とそれらを結ぶ辺の集合により構成されるものをグラ

フといい，様々な関係や構造を抽象的に表現するために広く使われて

いる．グラフ，特に平面グラフを，“構造が理解しやすく”かつ“きれ

いに”描画する問題をグラフ描画問題といい，様々な分野で極めて重

要な役割を果たしている．平面グラフ G の描画で，G の各点が整数格

子の格子点上に配置され，各辺が互いに交差しない直線分として描か

れるものを G の格子直線描画という．格子直線描画において，描画に

必要な面積をどこまで小さくできるかという問題は，理論的に極めて

重要である． 
 G の点数を n としよう．G が 3 連結ならば，G は(n-2)×(n-2)の面

積の格子内に格子直線描画および格子凸描画できることが知られてい

る．また，G が 4 連結ならば，G は高々n/2×n/2 の面積の格子内に格

子直線描画および格子凸描画できることが申請者らによって証明され

ている．このようにグラフの制約を 3 連結から 4 連結に厳しくするこ

とにより，格子直線描画および格子凸描画に必要な格子の面積を小さ

くできることが知られている．グラフの制約をより厳しく 5 連結にす

ることで，格子直線描画および格子凸描画に必要な格子の面積はより

小さくできると予想されるが，どの程度小さくなるかは知られていな

い． 
 申請者は，本論文において，G が 5 連結ならば，G は高々W+H≦n-
2 の面積の格子内に格子直線描画できることを証明するとともに，そ

のような描画を求める効率の良いアルゴリズムを与えた．ここで，W,H
はそれぞれ描画の幅および高さである．さらに，n 点からなる 5 連結

グラフで，格子直線描画するために少なくとも 2n/5×2n/5，即ち

W+H=4n/5 の面積の格子が必要なものがあることを証明した． 
 

 


